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 部活動は生徒を「スポーツや文化に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目

指す資質・能力の育成に資するもの（学習指導要領総則より）」として、本校も含めた多くの中学校で時間

とエネルギーを注いできました。中体連大会初戦となる６月 10 日の檜山中体連陸上大会には、本校から 22

名の選手が出場し、自己の限界に挑みました。そして、来月７月４日には檜山中体連球技大会、そして７月

７日には武道大会が各会場で行われます。 

 

 学校における働き方改革が求められる中、教員が専門外の部活動を担当したり週休日の指導や引率をし

たりという負担の大きさ（多忙化）が問題となり、加えて生徒数の減少により生徒のニーズに応じた持続可

能な部活動実施が年々難しい状況となっています。そういう情勢下で、国（スポーツ庁）は公立中学校の部

活動改革として「休日部活動の地域移行」の方針を打ち出すに至りました。 

 昨年度までは中体連が主催する全国大会や各都道府県・各地区大会（本校の場合は全道大会、檜山大会）

は中学校単位での出場が原則となっておりました。しかし、休日の中学校部活動を今年度から地域団体等に

段階的に移行する国の方針を受け、一定の条件を満たせば地域スポーツ団体等単位でも中体連大会への出

場が認められることになりました。今年度本校からは、常設で活動しているサッカー部・バスケットボール

部・バレーボール部の生徒に加え、剣道そして野球・サッカー・バドミントンの４種目において地域スポー

ツ団体等で活動している生徒が出場します。今年度から新たな枠組みで行われる檜山中体連球技・武道大会

での、本校出場生徒の健闘を心から願っております。関係保護者の皆様の応援をよろしくお願いいたしま

す。 

 

 最後に、来月に迫った夏期休業中の１人１台端末の有効活用についてお知らせします。夏季休業中も生徒

全員が１人１台端末を家庭に持ち帰ります。現在、乙部町では町費によりベネッセコーポレーションの「ミ

ライシード（ドリルパーク）」を導入しております。これは個々に合ったレベル・ペースで、知識の確かな

定着や主体的に学ぶ姿勢を育むオンライン上での個別学習ドリル教材です。対象教科は全学年の国・数・社・

理・英の５教科です。自分の取り組みたい部分から随時始めることができます。夏期休業中はドリルパーク

を有効活用して復習し、苦手教科や弱点の克服に取り組むことをお勧めします。（※なお今後は長期休業以

外での端末持ち帰り頻度を上げ、ミライシードの家庭での利用継続を図っていく予定です） 

 

『ワクワクを創る』 学びにワクワク・行事にワクワク・仲間にワクワク 

学校教育目標 

重点教育目標 

「生きる力を持ち、明日の郷土を担う、心豊かな生徒の育成」 

「部活動地域移行の流れの中で」 




